
令和４年度 エリア別特別支援教育コーディネーター研修会＜竹田教育事務所管内＞
竹田教育事務所 令和４年６月２７日（月）

個別の指導計画の作成・活用に係る講義・演習等を通して園内・校内におけるすべての園児・児童・生徒に対する支援体制を

充実させるための実践的指導力の向上を図ることを目的として、標記の研修会が行われました。その研修の様子を紹介します。

講義１ 協議講義２

参加者は、
自立活動
の意義や
目的、留
意点等に
ついて考
えました。

自立活動の
指導は、各
教科等にお
いて育まれ
る資質・能
力を支える
役割を担っ
ています。

疑問を解決
することで
理解を深め
ることがで
きました。

大きく分
けて４つ
の柱につ
いて大切
なことを
確認しま
した。

特別支援
教育コー
ディネー
ターの役
割を理解
しました。

２会場に分かれて校内支援体制づくりについ
て協議を行いました。学校規模の近い先生方
と話し合う中で、様々な意見が出ていました。

「校内支援体制づくりについて」
アドバイザー：竹田支援学校 個別の指導計画

推進教員 工藤 雅道氏

「自立活動の基本的な考え方について」
講師：大分県教育庁特別支援教育課

指導主事 伊達 洋介氏

「個別の指導計画の作成・活用について」
講師：竹田支援学校 個別の指導計画

推進教員 工藤 雅道氏

グループ協議

全体共有＆まとめ

個別の指導
計画を活用
し、組織的
な支援体制
をつくるこ
とが大切で
す。

（感想①）協議の中で好事例
や悩みが共有できてよかった
です。今回学んだ個別の指導
計画作成や自立活動について
のことを校内研修等でも活用
していきたいです。

（感想②）自立活動の内容を
決める時のポイントがわかり
ました。また、職員の共通理
解のために研修等で定期的に
扱うなど、他校の取り組みを
知ることができたので、取り
入れていきたいと思います。

参加者の感想より

最後は集合し、全体
で意見を共有した後、
工藤先生がまとめを
行いました。参考に
なる事例が数多く紹
介されていました。


